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１．課題と方法
本稿の目的は、保育実習経験の積み重ねによる発達理論理解の深化を明らかにすることであ
る。さらに課題として、改定保育所保育指針に示された発達過程の把握に関して、実習経験を
経ても理解の容易でない点に関して把握し、今後筆者の担当する保育の理論に関する教科の授
業において重点的に講義解説するための基礎的な資料としても役立てたいと考える。
具体的には、本学生活学科こども学専攻の学生において、保育実習の経験の積み重ねが、発
達の理論の理解に対してどのような影響を及ぼすのかについて調べ、実習経験の少ない段階に
おける理解度（1 年次の 6 月保育所実習終了段階）と本学における一通りすべての実習を終え
た段階（2 年次の保育所３回、施設 1 回、幼稚園 2 回の実習終了段階）とを比較することによ
り、実習経験が積み重なるほどに、発達を経験として把握するだけでなく理論としてもより深
く理解習得できるようになることを示す。さらに、何歳時の発達についての理論が把握し難い
のかについて個別に分析していく。
筆者が担当する保育や幼児教育に関する理論系の科目として、1 年次前期に開講される「保
育原理」と「幼児教育原理」がある。これらの理論系の科目において、本学の保育実習スケジ
ュール上最初に行われる 1 年次 6 月段階（毎週 1 日× 6 回）の鈴鹿市立の公立保育所実習に向
けて、発達理論について予め講義解説して実習に臨めるようなカリキュラムを作成、実施して
いる。月齢、年齢による発達の理論を理解した上で、実際の現場の子どもたちの発達の様子を
観察、把握し、発達の理論的理解をより深めることが実習に期待されることになる。実際どれ
くらい実習での経験によって発達理論の理解が深化しているのかを容易に計ることはできない。
しかしながら、発達理論の記述から、それが何歳何か月ころのことであるかについておおよそ
の見当をつけることができることをもって理解したと判断することは可能であろう。
そこで、方法として平成 20 年 3 月 28 日付け「厚生労働省雇用均等・児童家庭局長通知 保
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育所保育指針等の施行等について」によって改定され平成 21 年 4 月 1 日より施行される改定
保育所保育指針について、改定のおおまかな方向性をまとめた上で、第二章「子どもの発達」
に示された発達過程の記述について、それがおおむね何歳何か月の発達に相当するかについて
解答する小テストを作成し、1 年生および 2 年生を対象に別々に実施した。
現行の保育指針を資料としない理由として、その内容に、関しては実習に臨む前に理論系の
科目で講義解説しているため、既習の知識から見当をつけることが可能になるため、未発表で
あり、未修である改定保育所保育指針の記述を活用した。小テストの実施時期は 1 年生につい
ては 6 月の実習が終了した 7 月段階で、2 年生については本学における保育実習のすべてが一
通り終了した 10 月段階である。平均点からの比較分析を行った上で、個々の発達理論記述の
正答率を調べ、正答率の低かったものが何歳何か月に相当するかを把握し、今後の指導におけ
る課題を分析したいと考える。
２．「改定保育所保育指針」の改定の方向性と発達記述の大綱化
平成 20 年 3 月 28 日付け、厚生労働省雇用均等・児童家庭局長通知「保育所保育指針等の施
行等について」（雇児発第 0328001 号）によれば、新保育所保育指針の改定の趣旨として、旧
指針の施行からの 8 年間における子育て環境の変化を背景とする保育内容の質的向上の必要性
から、新指針を厚生労働大臣が定める告示とし、保育所における保育の内容及びこれに関連す
る運営に関する事項を定めた最低基準の性格を明確化したことがある。これと同時に各保育所
の創意工夫や取組みを促す観点から、内容の大綱化が図られた。
内容の大綱化について、発達記述に関して旧指針と、新指針とを比較してみると、旧指針で
は、「第二章 子どもの発達」においては、子どもの発達を「１．子どもと大人との関係」「２．
子ども自身の発達」「３．子どもの生活と発達」と３つの節に分けて詳しく解説した上で、あら
ためて第三章から第十章にわたって八段階の発達がそれそれ独立した章を設けて記述されてい
る。それに対して新指針では、「第二章 子どもの発達」で「１乳幼児期の発達の特性」として
まとめて発達の特性が掲げられた上で「２発達過程」として、旧指針と同じ八段階の発達過程
が記述されている。
両者を比較すると、明らかに旧指針のほうがそれぞれの年齢区分ともに細かく、具体的に長
い記述で示されている。新指針は、同じ年齢区分であるが、記述は短く、まさに大綱化してい
る。年齢区分の冒所に「おおむね」の言葉を冠していること自体がそれを物語っているといえ
るだろう。
３．発達過程理論についての小テストの内容
発達過程理論把握についての小テストの内容をここに示しておく。
＜タイトル＞「発達過程についての小テスト」
＜設問＞以下の記述はおおむね何歳の発達の様子であるか？実習での経験を思い出しながら以
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下の語群から記号で選び、かっこに入れなさい。
ア）基本的な生活習慣が身につき、運動機能はますます伸び、喜んで運動遊びをしたり、仲間
とともに活発に遊ぶ。言葉により共通のイメージを持って遊んだり、目的に向かって集団で行
動することが増える。さらに、遊びを発展させ、楽しむために、自分たちで決まりを作ったり
する。また、自分なりに考えて判断したり、批判する力が生まれ、けんかを自分たちで解決し
ようとするなど、お互いに相手を許したり、異なる思いや考えを認めたりといった社会生活に
必要な基本的な力を身に付けていく。他人の役に立つことを嬉しく感じたりして、仲間の中の
一人としての自覚が生まれる。（ ）
イ）座る、はう、立つ、つたい歩きといった運動機能が発達すること、及び腕や手先を意図的
に動かせるようになることにより、周囲の人やものに興味を示し、探索活動が活発になる。特
定の大人との応答的な関わりにより、情緒的な絆が深まり、あやしてもらうと喜ぶなどやり取
りが盛んになる一方で、人見知りをするようになる。また、身近な大人との関係の中で、自分
の意志や欲求を身振りなどで伝えようとし、大人から自分に向けられた気持ちや簡単な言葉が
分かるようになる。食事は離乳食から幼児食へ徐々に移行する。（ ）
ウ）全身のバランスを取る能力が発達し、体の動きが巧みになる。自然など身近な環境に積極
的に関わり、目的を持って行動し、つくったり、かいたり、試したりするようになるが、自分
の行動やその結果を予測して不安になるなどの葛藤も経験する。仲間とのつながりが強くなる
中で、けんかも増えてくる。その一方で、決まりの大切さに気付き、守ろうとするようになる。
感情が豊かになり、身近な人の気持ちを察し、少しずつ自分の気持ちを抑えられたり、我慢が
できるようになってくる。（ ）
エ）全身運動が滑らかで巧みになり、快活に跳び回るようになる。これまでの体験から、自信
や、予想や見通しを立てる力が育ち、心身ともに力があふれ、意欲が旺盛になる。仲間の意思
を大切にしようとし、役割の分担が生まれるような協同遊びやごっこ遊びを行い、満足するま
で取り組もうとする。様々な知識や経験を生かし、創意工夫を重ね、遊びを発展させる。思考
力や認識力も高まり、自然現象や社会事象、文字などへの興味や関心もふかまっていく。身近
な大人に甘え、気持ちを休めることもあるが、様々な経験を通して自立心が一層高まっていく。
（ ）
オ）歩き始め、手を使い、言葉を話すようになることにより、身近な人や身の回りの物に自発
的に働きかけていく。歩く、押す、つまむ、めくるなど様々な運動機能の発達や新しい行動の
獲得により、環境に働きかける意欲を一層高める。その中で、物をやり取りしたり、取り合っ
たりする姿が見られるとともに、玩具等を実物に見立てるなどの象徴機能が発達し、人や物と
の関わりが強まる。また、大人の言うことが分かるようになり、自分の意思を親しい大人に伝
えたいという欲求が高まる。指差し、身振り、片言などを盛んに使うようになり、二語文を話
し始める。（ ）
カ）基本的な運動機能が伸び、それに伴い、食事、排泄、衣類の着脱などもほぼ自立できるよ
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えたいという欲求が高まる。指差し、身振り、片言などを盛んに使うようになり、二語文を話
し始める。（ ）
カ）基本的な運動機能が伸び、それに伴い、食事、排泄、衣類の着脱などもほぼ自立できるよ
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うになる。話し言葉の基礎ができて、盛んに質問するなど知的興味や関心が高まる。自我がよ
りはっきりしてくるとともに、友だちとの関わりが多くなるが、実際には、同じ場所で同じよ
うな遊びをそれぞれが楽しんでいる平行遊びであることが多い。大人の行動や日常生活におい
て経験したことをごっこ遊びに取り入れたり、象徴機能や観察力を発揮して、遊びの内容に発
展性が見られるようになる。予想や意図、期待を持って行動できるようになる。（ ）
キ）歩く、走る、跳ぶなどの基本的な運動機能や、指先の機能が発達する。それに伴い、食事、
衣類の着脱など身の回りのことを自分でしようとする。また、排泄の自立のための身体的機能
も整ってくる。発声が明瞭になり、語彙も著しく増加し、自分の意思や欲求を言葉で表出でき
るようになる。行動範囲が広がり探索活動が盛んになる中、自我の育ちの表れとして、強く自
己主張する姿が見られる。盛んに模倣し、物事の間の共通性を見いだすことができるようにな
るとともに、象徴機能の発達により、大人と一緒に簡単なごっこ遊びを楽しむようになる。
( )
ク）誕生後、母体内から外界への急激な環境の変化に適応し、著しい発達が見られる。首がす
わり、手足の動きが活発になり、その後、寝返り、腹ばいなど全身の動きが活発になる。視覚、
聴覚などの感覚の発達はめざましく、泣く、笑うなどの表情の変化や体の動き、喃語などで自
分の欲求を表現し、これに応答的に関わる特定の大人との間に情緒的な絆が形成される。（ ）
＜語群＞
(1)おおむね 6 ヶ月未満(2)おおむね 6 ヶ月から 1 歳 3 か月未満(3)おおむね 1 歳 3 か月から 2 歳
未満(4)おおむね 2 歳(5)おおむね 3 歳(6)おおむね 4 歳(7)おおむね 5 歳(8)おおむね 6 歳
＜解答＞ア）→(7)、イ）→(2)、ウ）→(6)、エ）→(8)、オ）→(3)、カ）→(5)、キ）→(4)
ク）→(1)
４．結果と考察
（１）小テスト結果からの考察
小テストの設問の配点を各 1 点で、8 点満点で採点した。1 年生と 2 年生のそれぞれの結果
について合計点の平均点を求めて比較した。その結果、1 年生における鈴鹿市公立保育所実習
（週１回で 6 週間で 6 回）を終了した段階での平均点が、4.04 点であった。2 年生におけるす
べての実習を終了した段階（鈴鹿市公立保育所 10 日間、施設実習 9 日間、民間保育園 2 週間、
幼稚園 4 週間）での平均点が 4.54 点であった。得点差は 0.5 点である。この結果から、実習経
験を積むことにより、一応は発達理論の理解が若干は深まったということができる。しかしな
がら、その差は微々たるものである。また 2 年生の結果から、8 点満点中の平均店が 4.54 点と
いうこと自体に発達理論理解が実習によって確かなものになったとは言い切れない状況が把握
される。
さらに、設問ごとの正答率を調べることによって、おおむね何歳ころの発達についての理解
が困難であるかについての分析を行った。その結果を表にまとめたのが表１である。
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＜解答＞ア）→(7)、イ）→(2)、ウ）→(6)、エ）→(8)、オ）→(3)、カ）→(5)、キ）→(4)
ク）→(1)
４．結果と考察
（１）小テスト結果からの考察
小テストの設問の配点を各 1 点で、8 点満点で採点した。1 年生と 2 年生のそれぞれの結果
について合計点の平均点を求めて比較した。その結果、1 年生における鈴鹿市公立保育所実習
（週１回で 6 週間で 6 回）を終了した段階での平均点が、4.04 点であった。2 年生におけるす
べての実習を終了した段階（鈴鹿市公立保育所 10 日間、施設実習 9 日間、民間保育園 2 週間、
幼稚園 4 週間）での平均点が 4.54 点であった。得点差は 0.5 点である。この結果から、実習経
験を積むことにより、一応は発達理論の理解が若干は深まったということができる。しかしな
がら、その差は微々たるものである。また 2 年生の結果から、8 点満点中の平均店が 4.54 点と
いうこと自体に発達理論理解が実習によって確かなものになったとは言い切れない状況が把握
される。
さらに、設問ごとの正答率を調べることによって、おおむね何歳ころの発達についての理解
が困難であるかについての分析を行った。その結果を表にまとめたのが表１である。
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最も正答率が高いのは、1 年、2 年ともに「おおむね 6 か月未満」についてである。次に正答
率が高いのは、1 年、2 年ともに「おおむね 6 か月から 1 歳 3 か月未満」である。3 番目に正
答率が高いのは、1 年、2 年ともに「おおむね 1 歳 3 か月から 2 歳未満」である。この結果か
ら分かるのは、2 歳未満までの発達理論については実習経験の多少に関わらずよく把握されて
いるということである。
次に、正答率の低いものをみていこう。1 年生で最も正答率が低かったのが「おおむね 2 歳」
についてである。以下「おおむね 5 歳」「おおむね 3 歳」「おおむね 4 歳」「おおむね 6 歳」と
続く。要するに 2 歳未満についてはよく把握できているが、2 歳以上についてはあやふや、あ
るいはごっちゃになっており、区別がついていないことがわかる。
＜表１＞
設問番号と月齢・年齢 1 年生の正答率 2 年生の正答率
ア）おおむね 5 歳 ３０．８％ ５１．４％
イ）おおむね 6 か月から 1 歳 3 か月未満 ７７．０％ ７８．４％
ウ）おおむね 4 歳 ３５．６％ ２９．８％
エ）おおむね 6 歳 ３６．５％ ４０．５％
オ）おおむね 1 歳 3 か月から 2 歳未満 ６９．２％ ６４．９％
カ）おおむね 3 歳 ３４．６％ ４８．６％
キ）おおむね 2 歳 ２５．０％ ５１．４％
ク）おおむね 6 か月未満 ９６．２％ ９１．９％
2 年生では、「おおむね 4 歳」の正答率が最も低い。以下「おおむね 6 歳」「おおむね 3 歳」
「おおむね 2 歳」「おおむね 5 歳」と続く。1 年生と同様に 2 歳未満は把握されているが、2 歳
以上についての区別があまりできていないことがわかる。しかし、1 年生と異なり、50％未満
の明らかに低い正答率であるのは「おおむね 4 歳」についてだけであり、その他はかろうじて
50％前後の正答率になっているので、実習経験の積み重ねによって発達理論の理解は多少なり
とも高まったといってよいだろう。
（２）現行保育所保育指針と改定保育所保育指針との発達理論の記述の比較からの考察
1 年、2 年ともに区別のできにくかった 2 歳から 6 歳の発達理論に関する記述に関して
現行保育所保育指針の第６章から第 10 章と、改定保育所保育指針の第 2 章の２の(四)から(八)
とを比較し、大綱化に関わって、発達理論の理解を困難にさせている記述の変更があるのかど
うかを検討した。
その結果、現行における「2 歳の発達の主な特徴」と改定の「おおむね 2 歳」の記述では、
明らかに前者の記述が詳細であることに加えて、前者では「(1 歳の時期に基礎のできた)歩行の
機能は一段と進み」の記述があるなど、2 歳を１歳との連続性でとらえた記述が見られ、その
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最も正答率が高いのは、1 年、2 年ともに「おおむね 6 か月未満」についてである。次に正答
率が高いのは、1 年、2 年ともに「おおむね 6 か月から 1 歳 3 か月未満」である。3 番目に正
答率が高いのは、1 年、2 年ともに「おおむね 1 歳 3 か月から 2 歳未満」である。この結果か
ら分かるのは、2 歳未満までの発達理論については実習経験の多少に関わらずよく把握されて
いるということである。
次に、正答率の低いものをみていこう。1 年生で最も正答率が低かったのが「おおむね 2 歳」
についてである。以下「おおむね 5 歳」「おおむね 3 歳」「おおむね 4 歳」「おおむね 6 歳」と
続く。要するに 2 歳未満についてはよく把握できているが、2 歳以上についてはあやふや、あ
るいはごっちゃになっており、区別がついていないことがわかる。
＜表１＞
設問番号と月齢・年齢 1 年生の正答率 2 年生の正答率
ア）おおむね 5 歳 ３０．８％ ５１．４％
イ）おおむね 6 か月から 1 歳 3 か月未満 ７７．０％ ７８．４％
ウ）おおむね 4 歳 ３５．６％ ２９．８％
エ）おおむね 6 歳 ３６．５％ ４０．５％
オ）おおむね 1 歳 3 か月から 2 歳未満 ６９．２％ ６４．９％
カ）おおむね 3 歳 ３４．６％ ４８．６％
キ）おおむね 2 歳 ２５．０％ ５１．４％
ク）おおむね 6 か月未満 ９６．２％ ９１．９％
2 年生では、「おおむね 4 歳」の正答率が最も低い。以下「おおむね 6 歳」「おおむね 3 歳」
「おおむね 2 歳」「おおむね 5 歳」と続く。1 年生と同様に 2 歳未満は把握されているが、2 歳
以上についての区別があまりできていないことがわかる。しかし、1 年生と異なり、50％未満
の明らかに低い正答率であるのは「おおむね 4 歳」についてだけであり、その他はかろうじて
50％前後の正答率になっているので、実習経験の積み重ねによって発達理論の理解は多少なり
とも高まったといってよいだろう。
（２）現行保育所保育指針と改定保育所保育指針との発達理論の記述の比較からの考察
1 年、2 年ともに区別のできにくかった 2 歳から 6 歳の発達理論に関する記述に関して
現行保育所保育指針の第６章から第 10 章と、改定保育所保育指針の第 2 章の２の(四)から(八)
とを比較し、大綱化に関わって、発達理論の理解を困難にさせている記述の変更があるのかど
うかを検討した。
その結果、現行における「2 歳の発達の主な特徴」と改定の「おおむね 2 歳」の記述では、
明らかに前者の記述が詳細であることに加えて、前者では「(1 歳の時期に基礎のできた)歩行の
機能は一段と進み」の記述があるなど、2 歳を１歳との連続性でとらえた記述が見られ、その
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ことが 2 歳の記述であることを容易に理解させることができる要因となっていると思われる。
3 歳でも、同様に前者が詳細な記述をしていることに加えて、「なぜ」「どうして」などの質
問が盛んになるという、実習先で具体的に体験できるような記述が盛り込まれている。後者で
はこのような具体的な記述は省かれている。
4 歳では、前者にみられる自意識の芽生えの記述とアニミズム（心が人のみでなく、他の生
き物、さらには、無生物にまでもあると思っている）に関する記述が、後者では省かれており、
これらについても実習で経験しそうな「おばけを怖がる（想像による恐れ）」などの発達の特徴
が把握しにくくなっているといえるだろう。
5 歳では、前者の記述として「自分や他人を批判する力もめばえてきて『ずるい』とか『お
かしい』など不当に思うことを言葉で表すようになる。」があるが、後者ではこのように子ども
たちが保育の場面でよく発し、耳にすることの多い「ずるい」などの具体的な言葉は記述され
ない。
6 歳では、前者の記述として「文字を書いたり、本を読んだりする」と、6 歳で具体的に可
能になる発達機能についての記述があるが、後者にはそれはない。
全般的にやはり大綱化として改定保育所保育指針ではおおまかな発達の様子について把握す
るために記述の簡素化がなされたことで、実習先で具体的に見聞きする子どもの発達について
の記述がないことや具体的な発達機能や遊びの具体例が省かれていることが、発達理論理解を
やや困難にしている状況があると推察される。
５．今後の課題
本稿では、保育実習経験の積み重ねによる発達理論理解の深化を明らかにするために「改定
保育所保育指針」に示された発達過程の把握に関しての小テストを実施し、結果を考察してき
た。また、実習経験を経ても理解の容易でない点に関して分析してきた。しかしながら実習経
験がもたらす理解度に関しては期待したほどの結果は得られなかった。その原因についてさら
なる分析が必要となる。例えば、同じテストを他の養成校でも実施し、この結果が本学特有の
ものであるのか、一般的なものであるのかを検討することも課題であろう。また、現行保育所
保育指針と改定保育所保育指針との記述の違いによってもたらされた結果なのであるかどうか
については来年度以降、反対に改訂版を指導した後に、旧指針の記述を使用した同様のテスト
を行うのも方法の一つである。これらについては他日を期したい。
さらに、実習経験を経ても理解の容易でなかった 2 歳から 6 歳までの発達について、今後担
当する理論系の科目の授業で重点的に扱い、指導していくことが課題となる。その際改訂版で
大綱化された内容だけでは把握したり、イメージしきれない発達の特徴については、より具体
的な例を提示することで補足していくことが有効であると思われる。
いずれにしても、保育に関する理論を扱う科目と、実習とがばらばらに構想されるのではな
く、有機的な結びつきをもって指導されることが望ましい。両方の科目を担当できる立場とし
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ことが 2 歳の記述であることを容易に理解させることができる要因となっていると思われる。
3 歳でも、同様に前者が詳細な記述をしていることに加えて、「なぜ」「どうして」などの質
問が盛んになるという、実習先で具体的に体験できるような記述が盛り込まれている。後者で
はこのような具体的な記述は省かれている。
4 歳では、前者にみられる自意識の芽生えの記述とアニミズム（心が人のみでなく、他の生
き物、さらには、無生物にまでもあると思っている）に関する記述が、後者では省かれており、
これらについても実習で経験しそうな「おばけを怖がる（想像による恐れ）」などの発達の特徴
が把握しにくくなっているといえるだろう。
5 歳では、前者の記述として「自分や他人を批判する力もめばえてきて『ずるい』とか『お
かしい』など不当に思うことを言葉で表すようになる。」があるが、後者ではこのように子ども
たちが保育の場面でよく発し、耳にすることの多い「ずるい」などの具体的な言葉は記述され
ない。
6 歳では、前者の記述として「文字を書いたり、本を読んだりする」と、6 歳で具体的に可
能になる発達機能についての記述があるが、後者にはそれはない。
全般的にやはり大綱化として改定保育所保育指針ではおおまかな発達の様子について把握す
るために記述の簡素化がなされたことで、実習先で具体的に見聞きする子どもの発達について
の記述がないことや具体的な発達機能や遊びの具体例が省かれていることが、発達理論理解を
やや困難にしている状況があると推察される。
５．今後の課題
本稿では、保育実習経験の積み重ねによる発達理論理解の深化を明らかにするために「改定
保育所保育指針」に示された発達過程の把握に関しての小テストを実施し、結果を考察してき
た。また、実習経験を経ても理解の容易でない点に関して分析してきた。しかしながら実習経
験がもたらす理解度に関しては期待したほどの結果は得られなかった。その原因についてさら
なる分析が必要となる。例えば、同じテストを他の養成校でも実施し、この結果が本学特有の
ものであるのか、一般的なものであるのかを検討することも課題であろう。また、現行保育所
保育指針と改定保育所保育指針との記述の違いによってもたらされた結果なのであるかどうか
については来年度以降、反対に改訂版を指導した後に、旧指針の記述を使用した同様のテスト
を行うのも方法の一つである。これらについては他日を期したい。
さらに、実習経験を経ても理解の容易でなかった 2 歳から 6 歳までの発達について、今後担
当する理論系の科目の授業で重点的に扱い、指導していくことが課題となる。その際改訂版で
大綱化された内容だけでは把握したり、イメージしきれない発達の特徴については、より具体
的な例を提示することで補足していくことが有効であると思われる。
いずれにしても、保育に関する理論を扱う科目と、実習とがばらばらに構想されるのではな
く、有機的な結びつきをもって指導されることが望ましい。両方の科目を担当できる立場とし
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て、この結果を今後に生かして生きたい。
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